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○ 「第615回審査会合」及び「第646回審査会合」での資料の誤りに関わる対応を踏まえ，本資料にて過去の審査会合資料を引用する際の
注記を下記のとおりとする。
・ 右上の注記

再掲 ： 過去の審査会合資料を，そのまま引用する場合
一部修正 ： 過去の審査会合資料の内容を，一部修正する場合
誤りを修正 ： 過去の審査会合資料の誤りを，正しい記載とする場合

・左下の注記
修正した誤りの内容を記載 （誤りの修正がある場合）

2020年3月16日にご提出した「敷地の地質・地質構造（コメント回答その10）」の本編資料及び補足説明資料のうち，dF断層系の走向・傾斜等の記載について，
下記の頁で一部誤り（転記ミス）が判明したため修正した。

・ 本編資料： P.1-33，2-40，2-50，2-57
・ 補足説明資料： P.3-3，3-5

（具体的な修正内容については個々のページに記載）



指摘事項
ⅰ

項目 No. 指摘時期 コメント内容
掲載箇所

本編資料
補足

説明資料

cf断層系 S2-131
第804回審査会合
2019年11月29日

cf-３断層について活動性が否定されることは理解した。cf断層系の活動性評価の代表断層としてcf-３断層を選定していることについ

て，説明性向上の観点から，見掛けの水平最大変位量だけでなく，その他の諸元も踏まえ総合的に整理し説明すること。

ⅲ，ⅳ，
2-2，
2-28，
2-35，
2-75

2-22～
2-25

dF断層系 S2-132
第804回審査会合
2019年11月29日

dF-ａ断層を活動性評価の代表断層とする考え方は理解した。また，dF断層系については，df-２断層が上載地層である大畑層に変

位・変形を与えていないことも確認している。そのうえで，dF-ａ断層の活動性評価に関して，大畑層基底面にdF-ａ断層の変位が認め

られないとするデータ，大畑層内の断層延長部に断層を示唆する性状が認められないとするデータを整理し，ボーリングコア写真等と

ともに説明すること。

ⅲ，
2-59～
2-65

3-45～
3-63

dF断層系 S2-133
第804回審査会合
2019年11月29日

dF断層系の分布に関して，敷地西側の海域で南北系の走向に変化しているところもdF断層系としている考え方，根拠を整理し説明す

ること。

ⅲ，
2-48～
2-53

3-1～
3-5，

3-28～
3-36，
3-38～
3-44

後期更新世
に生じた変状

S2-134
第804回審査会合
2019年11月29日

「ps系弱面はシーム沿いに分布する」と記載されているが，ps系弱面はシームそのものを利用して形成されたという事実を踏まえ，適

切な表現にすること。
― ―

後期更新世
に生じた変状

S2-135
第804回審査会合
2019年11月29日

pd系弱面について，M1面段丘堆積物との関係を直接確認できないものについても後期更新世に動いたとする根拠，及び変位を伴う

不連続面のうち低角のもののみをpd系弱面とする根拠を整理し説明すること。
― ―

後期更新世
に生じた変状

S2-136
第804回審査会合
2019年11月29日

pd系弱面がシームの層準付近の成層構造が発達する部分に限定的に分布していた低角の変位を伴う不連続面を利用して形成され

たとする理由及び根拠を，以下の内容を含め説明すること。

・成層構造が発達する部分の認定プロセス及び認定根拠。

・成層構造が発達する部分のみに低角の変位を伴う不連続面が多く分布する理由及び根拠。

― ―

後期更新世
に生じた変状

S2-137
第804回審査会合
2019年11月29日

変状は基盤岩が風化した体積膨張を主因としているが，これに対してps系弱面とpd系弱面を議論のベースとする理由を，以下の内容

を含め説明すること。

・ps系弱面により逆断層センスの変位が生じる理由と膨脹との関係。

・pd系弱面がps系弱面の上盤に少なく，下盤に多い理由。

・pd系弱面により生じているせん断構造と，強風化岩盤の変形構造との関係。

・強風化岩盤の体積膨脹と変状による変形との関係。

― ―

後期更新世
に生じた変状

S2-138
第804回審査会合
2019年11月29日

以下の内容を含めて風化と変状の因果関係を整理・考察し説明すること。

・Ts-５法面やTs-６法面のように，強風化部とシームの同じ条件があるにも関わらず，変状の有無に違いがある理由。

・Ts-１～３トレンチのように，近接した位置にあるにも関わらず風化の程度に差がある理由。

・岩盤が強風化し膨張して変状が生じたという解釈に至った考え方。

― ―

後期更新世
に生じた変状

S2-139
第804回審査会合
2019年11月29日

強風化岩盤が膨張したという説明に対しては，直接的な根拠を重視する。膨張による岩盤の体積増加の類似事例調査等も踏まえ，

薄片観察，地質観察等によって強風化岩盤が膨張した痕跡の有無を確認のうえ改めて説明すること。
― ―

本資料では，第804回審査会合（2019年11月29日）での指摘事項のうち，下表のとおりcf断層系及びdF断層系に関わる指摘事項について回答する。

本資料でご説明 次回以降ご説明予定
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断層分布の記載について

〔本編資料1.1章に関する基礎データ〕

• cf断層系，sF断層系及びｄF断層系の分布の記載方法

1.1 断層分布の記載方法（1/2）
1-1第615回審査会合

資料２－２ P.1-17 再掲



断層表記区分
：断層端部を確認した箇所(断層を確認した箇所から存
在しないことを確認した箇所までを点線（ ）で表示)

：断層が延びる可能性のある箇所（断層を確認した区間
を実線又は破線（ ）で表示。ボーリング調査により
深部で断層を確認した箇所については，確認深度に相
当する長さを水平方向に延長して実線で表示）

：海底面の溝状地形から断層を推定した箇所(推定区間
を長破線で表示)

断層分布の記載方法

＊１

第615回審査会合
資料２－２ P.1-18 再掲

1-2
1.1 断層分布の記載方法（2/2）

。

。



Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代

〔本編資料1.2章に関する基礎データ〕

• Ｍ１面段丘堆積物を覆うローム層中の洞爺火山灰層の同定により，堆積年代を認定する。

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（1/11)
第646回審査会合

資料１－２ P.1-1 再掲

1-3



洞爺火山灰層確認箇所

• 図に示すトレンチ・法面等でＭ１面段丘堆積物を覆う
ローム層中に洞爺火山灰層を確認した。したがって，
Ｍ１面段丘堆積物は後期更新世(MIS5e)に堆積したも
のと判断される。

• 洞爺火山灰層の確認状況をP.1-5～P.1-12に示す。

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（2/11） 第804回審査会合
資料１－１ P.1-12 一部修正

1-4



Toya降下層準

定検事務棟法面テフラ分析結果

T.Ｐ. 34.2m

T.P. 34.1m

T.P. 34.0m

T.P. 33.9m

T.P. 33.8m

T.P. 33.7m

T.P. 33.6m

• 砂層の上端は，Ｍ１面段丘堆積物の上限であり，その標高はT.P.33.7ｍである。

• 洞爺火山灰（Toya）降下層準の標高はT.P.34.0ｍ～34.1ｍ付近であり，下位の砂層との堆積間隙の距
離は約30cmである。この堆積間隙は敷地付近におけるＭ１面段丘堆積物上の一般的なテフラ層序と一
致している。

• 定検事務棟用地の露頭は定検事務棟の建設工事の進捗に伴い，現在では確認できない。

洞爺火山灰層確認結果(1/8)：定検事務棟

砂層

Toya
降下層準

位置図

定検事務棟

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（3/11)

試料名 粒度組成 全鉱物組成 重鉱物組成 火山ガラス形態分類 火山ガラス屈折率頻度分布
（個）（個）（個）

第646回審査会合
資料１－２ P.1-3 一部修正

1-5



Ｈ11孔 コア写真

Ｍ１面上で掘削されたボーリングＨ11孔の段丘堆積物を覆うローム層中に洞爺
火山灰層が分布する。

洞爺火山灰層確認結果(2/8)：Ｈ11孔

位置図

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（4/11)

Ｈ11孔 コア写真（地質名入り）

Toya降下層準

Ｍ１面段丘堆積物

粒度組成

全鉱物組成

重鉱物組成

凡 例

斜方輝石 単斜輝石 褐色
普通角閃石

緑色
普通角閃石

アパタイト
不透明
（鉄）鉱物

カミングトン
閃石 ジルコン 黒雲母

カンラン石

（>1.00mm） （500μm-1.00mm） （250μm-500μm） （125μm-250μm）

（63μm-125μm） （63μm>）

（扁平型） （扁平型） （中間型） （中間型）（多孔質型）（多孔質型）火山ガラス
形態分類

（不規則型）

バブル・ウォール型 軽石型

ローム層

易国間層

Ｈ11孔 深度3.10ｍ～3.16ｍ区間テフラ分析結果

Ｈ11孔

（個） （個） （個）

第646回審査会合
資料１－２ P.1-4 一部修正

1-6



シーム
S-11

ローム層

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

（小段）

（小段）

（
小
段
）

火山灰分析結果 （Ts-7②30.7m）

火山ガラス屈折率頻度分布 顕微鏡写真

Toya

0.1mm

0
5

10
15
20
25

1.490 1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520 1.525 1.530 1.535 1.540

屈折率

Toya

頻
度

0                        5m

シーム
S-11

Ts-７トレンチにおいて，段丘堆積物を覆うローム層中に洞爺火山灰層を確認した。

洞爺火山灰層確認結果(3/8)：Ts-７トレンチ

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（5/11)

Ts-7 ②測線 標高30.7ｍ試料 テフラ分析結果

洞爺火山灰 検出箇所

（個） （個） （個）

第646回審査会合
資料１－２ P.1-5 一部修正

1-7

位置図

Ts-７トレンチ

注） シームS-11層準(FT5-3＊)の位置は各ト
レンチ・法面での調査結果に基づく。

＊：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。



洞爺火山灰層確認結果(4/8) ：法面④（1/2）

位置図

法面④詳細観察箇所

*１：Ｍ１面段丘堆積物は円礫を主体と
する砂礫から成り，海側（西側）に
傾斜する葉理が認められる。

*２：河川性堆積物は角礫を多く含む
淘汰の悪い泥質の砂礫から成る。

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（6/11)

• Ｍ１面の法面④詳細観察箇所の測線A-２において10cm間隔でテフラ分析を実
施し，ローム層の下部に洞爺火山灰降下層準（11.2～11.5万年前）を確認した
（P.1-9参照）。

• Ｍ１面段丘堆積物中には生痕化石が認められ，海成層であると判断される。

• 以上のことから，Ｍ1面はMIS5eの海成段丘面と判断される。

第804回審査会合
資料１－１ P.1-18 一部修正

1-8

Toya降下層準

テフラ分析測線A-2

Ｍ１面段丘堆積物（円礫主体の砂礫層）*１

凝灰角礫岩

Ｍ１面段丘堆積物（河川性堆積物）*２

砂質ローム層

ローム層

腐植土

ローム混じり砂層

W E

法面④詳細スケッチ

法面④詳細画像

注）岩盤はすべて強風化部

Ｍ１面（MIS5e）
段丘堆積物
(円礫主体の砂礫層)

Ｍ１面（MIS5e）
段丘堆積物
(河川性堆積物を含む)

洞爺火山灰層

葉理



粒度組成 全鉱物組成 重鉱物組成
火山ｶﾞﾗｽ
形態分類

3.50       3.52       3.54

火山ｶﾞﾗｽ屈折
率頻度分布

Toya 降下層準

腐植土
(hs)

ローム

(lm)

河川性

堆積物

(fd)

砂質
ローム

(lm（sd）)

段丘堆積物

(te)

ローム層下部(T.P.26.5m～26.7m)は火山ガラスの含有量が多く，バブル・ウォール型の形
態及び屈折率等の特徴（町田・新井(2011)１））から洞爺火山灰降下層準と判断される。

火山ガラス屈折率頻度分布

A-2_26.7m

A-2_26.6m

A-2_26.5m

（個）

（個） （個）
粒度組成 全鉱物組成 重鉱物組成

火山ガラス
形態分類

（個）（%）
0 50 100 150 2000 50 100 150 2000 50 100 150 2000 20 40 60 80 100

注）測線A-2の位置図については本編資料P.1-18参照。

文献による洞爺火山灰の特徴＊

＊：町田・新井（2011）１）を基に作成。

斜方輝石，単斜輝石，
普通角閃石，石英

タイプ
軽石型，
バブル・ウォール型

屈折率 1.494-1.498

主な鉱物

火山
ガラス

粒度組成

全鉱物組成

重鉱物組成

凡 例

斜方輝石 単斜輝石 褐色
普通角閃石

緑色
普通角閃石

アパタイト
不透明
（鉄）鉱物

カミングトン
閃石 ジルコン 黒雲母

カンラン石

（>1.00mm） （500μm-1.00mm） （250μm-500μm） （125μm-250μm）

（63μm-125μm） （63μm>）

（扁平型） （扁平型） （中間型） （中間型）（多孔質型）（多孔質型）火山ガラス
形態分類

（不規則型）

バブル・ウォール型 軽石型

第804回審査会合
資料１－１ P.1-20 再掲

洞爺火山灰層確認結果(5/8) ：法面④（2/2）

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（7/11)
1-9



Ts-６法面

洞爺火山灰層確認結果(6/8)：Ts-６法面（1/2）

シームS-11

Ｍ１

NW SE

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（8/11)

Ts-６トレンチにおいて，段丘堆積物を覆うローム層中に洞爺火山灰層を確認した。

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層

ローム層（砂質）

Ts-６法面 スケッチ

Ts-６法面 写真

シーム
S-11

Ts-６ ①測線 標高28.06ｍ試料 テフラ分析結果（採取位置はP.1-11参照）

洞爺火山灰 検出箇所

変位を伴う不連続面及び節理

（個） （個） （個）

第646回審査会合
資料１－２ P.1-8 一部修正
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テフラ分析測線 ① ② ③

T.P.30ｍ

T.P.28ｍ

T.P.29ｍ

0 5m

T.P.29ｍ

T.P.28ｍ

ローム層
（砂質）

Toya 降下層準

① ② ③

段丘堆積物

段丘堆積物

段丘堆積物

火山ガラス屈折率

火山ガラス屈折率

軽鉱物 重鉱物 岩片 その他

ローム層

火山ガラス

Toya リワーク

Toya リワーク

ローム層

Toya リワーク

Toya 降下層準

段丘堆積物の上

に凸形状の頂部

0                200個

テフラ分析区間
• 上に凸形状の頂部とその両翼に測線を設定
• 標高10ｃｍ間隔のサンプリングを実施
• 火山ガラスの含有率と屈折率を測定

Ts-６法面スケッチ

テフラ分析結果

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

SE
NW

0                200個 0                200個

ローム層（砂質）

ローム層
（砂質）

Toya
Toya

T.P.30ｍ

凡例

埋土腐植土

粗粒凝灰岩

第804回審査会合
資料１－２ P.41 一部修正

変位を伴う不連続面
及び節理

段丘堆積物中の不連続面

洞爺火山灰 検出箇所

埋土

鉱物
組成

Ts-６法面において，段丘堆積物を覆うローム層中
に洞爺火山灰層を確認した。

洞爺火山灰層確認結果(7/8)：Ts-６法面（2/2）

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（9/11)
1-11



洞爺火山灰層確認結果(8/8)：Ts-11トレンチ

（小段）

（小段）

（小段）

（小段）

（
小
段
）

Ｍ1面段丘堆積物

ローム層

易国間層
淡灰色

火山礫凝灰岩

大畑層
凝灰質礫岩

シーム
S-10

火山灰分析結果 （Ts-11①28.8m）

火山ガラス屈折率頻度分布 顕微鏡写真

Toya

0.1mm

Toya

0

5

10

15

20

25

1.490 1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520 1.525 1.530 1.535 1.540

屈折率

頻
度

段丘堆積物の
厚さ約1.5ｍ

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（10/11)

Ts-11トレンチにおいて，段丘堆積物を覆うローム層中に洞爺火山灰層を確認した。

凡 例

Ts-11 測線① 標高28.8ｍ試料 テフラ分析結果

（測線①）

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名
＊２：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄

い弱風化部を含む。

ℓm(sd)

ℓm(p)

ℓm

風化部下限＊２

(p)

（個）

（個） （個）

第646回審査会合
資料１－２ P.1-10 一部修正

1-12

位置図

Ts-11トレンチ



まとめ

1.2 Ｍ１面段丘堆積物の堆積年代（11/11)

Ｍ１面段丘堆積物を覆うローム層中に洞爺火山灰層が認められることから，Ｍ１面段丘堆積物は後期更新世（MIS5e）

の堆積物であると判断される。

第646回審査会合
資料１－２ P.1-11 再掲
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敷地の大畑層の年代

〔本編資料1.3章に関する基礎データ〕

• 敷地の大畑層で測定したFT年代及びU-Pb年代を示す。

1-14
1.3 敷地の大畑層の年代（1/2）



敷地の大畑層の年代測定結果

No. 岩 種 名 【孔名，深度等】 ｼﾞﾙｺﾝFT年代 ｼﾞﾙｺﾝU-Pb年代

1 凝灰質礫岩 【Tf-6掘削面】 2.7±0.4Ma 3.00±0.14Ma

2 凝灰質礫岩 【IT-22孔16.55m】 2.93±0.61Ma 3.00±0.10Ma

3 デイサイト溶岩 【IT-24孔48.1-48.2m】 3.60±0.23Ma 3.56±0.06Ma

4 デイサイト溶岩 【R-109孔51.0-51.5m】 3.8±0.6Ma －

5 軽石凝灰岩 【S-102孔47.4-48.6m】 3.8±0.3Ma －

• 敷地の大畑層の年代測定を敷地の５地点の試料で実施した。

• 年代測定結果は，火山噴出物であるデイサイト溶岩及び軽石凝灰岩では
約3.6Ma～約3.8Ma，凝灰質礫岩では約2.7Ma～約3.0Maとなり，敷地の大畑
層が鮮新世の地層であることが確認された。

敷地の大畑層の年代測定結果

1.3 敷地の大畑層の年代（2/2）

敷地の大畑層の年代測定試料採取位置

No.3

No.4

No.2

No.5

No.1

sF-１断層

1-15



1.4 デイサイトの産状(1/12)
第700回審査会合

資料２－２－２ P.20 一部修正

1-16

デイサイトの産状

〔本編資料1.3章に関する基礎データ〕

• ボーリングコア，薄片等の観察結果から，大間層シルト岩との境界部のデイサイトは急冷
周縁相や貫入によると考えられる岩石組織を示すこと，さらにデイサイト岩体の上下にあ
る大間層中の鍵層の対比から，デイサイトは貫入岩と判断されることを説明する。



酸性凝灰岩

X X’

デイサイト

P-２

デイサイト

デイサイト岩体上面の性状（P-２孔，P-４孔）

1.4 デイサイトの産状(2/12)

• P-２孔及びP-４孔のデイサイト岩体の上面は，中心部のデイサイトと比較して，黒色でガラス質であること
から，急冷周縁相の特徴を示す。

• デイサイトと大間層の接触部の複数のコアにおいて，デイサイト上面がシャープな面であり，急冷周縁相も
認められることから，デイサイトは貫入岩であると判断される。

P-４

P-２孔（138.00ｍ～143.00ｍ）

P-４孔（143.00ｍ～148.00ｍ）

急冷周縁相
酸性凝灰岩 デイサイト

139.33ｍ

デイサイト

145.00ｍ

急冷周縁相

酸性凝灰岩

145.00m

X
X’

調査位置図

第700回審査会合
資料２－２－２ P.21 再掲
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酸性凝灰岩

デイサイト

デイサイト

シルト岩

酸性凝灰岩

S N

大畑層
（鮮新世）

RR-218
軽石凝灰岩

デイサイト

酸性凝灰岩デイサイト

128.19ｍ 128.62ｍ

軽石凝灰岩 デイサイト

急冷周縁相

デイサイト シルト岩

298.10ｍ 298.52ｍ

急冷周縁相

デイサイト

大間層
軽石凝灰岩

貫入面

デイサイト
大間層
シルト岩

貫入面

2cm0研磨片
（鉛直断面）

デイサイト

a. 上面境界付近

デイサイト

2cm0

研磨片
（鉛直断面）

c. 下面境界付近

a. 上面境界付近

c. 下面境界付近

b. 岩体中央

上

上

a

b

c

a

c

研磨片 2cm0

b. 岩体中央b

デイサイト岩体上下面の性状（RR-218孔）（1/3）

1.4 デイサイトの産状(3/12)

デイサイト

• RR-218孔のコアでは，デイサイト岩体上下面の境界面は大間層の層理面と調和的である。
• デイサイトの岩相について，上下端と中心付近を比較すると上下端では黒色・ガラス質の急

冷周縁相が認められる。

第700回審査会合
資料２－２－２ P.22 再掲

1-18



a. 上面境界付近

クロスニコルオープンニコル

石基は細粒

b. 岩体中央

石基は粗粒

c. 下面境界付近

石基は細粒

大畑層
（鮮新世）

デイサイト
（中新世の貫入岩）

RR-218

上下面境界付近（写真a，c）は，岩体中央（写真b）に比べて石基の結晶が小さ
くガラス質な部分が多いことから急冷周縁相と判断される。

オープンニコル

オープンニコル

クロスニコル

クロスニコル

2mm0

2cm0

薄片（鉛直断面）

Pl
Op
Cv

斜長石

不透明鉱物

空孔

Qz 石英

凡例

Qz

Pl

Op

Op

Pl

Cv

Op

Pl

Cv

a

b

c

S N

1.4 デイサイトの産状(4/12)

デイサイト岩体上下面の性状（RR-218孔）（2/3）：薄片観察結果１

第700回審査会合
資料２－２－２ P.23 一部修正
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2cm0

大間層

上

薄片観察によると，デイサイトの上下面境界ともに不規則な形状を成し，大間層にはその形状と調和的な流動的変形が認められるこ
とから，デイサイトは，大間層のシルト岩の固結度が低い状態で貫入したものと考えられる。

デイサイト岩体上下面の性状（RR-218孔）（3/3）：薄片観察結果２

上

2cm0

貫入面

流動的変形 境界部のガラスに粘土鉱物が生成
（一部酸化により褐色化）

デイサイト

細粒でガラス質な急冷周縁相

貫入面

急冷礫状化したデイサイト 流動的変形

デイサイト

クロスニコルオープンニコル

クロスニコルオープンニコル

大間層
シルト岩

微細なシリカ鉱物等を生じた変質部 2mm0

2mm0

大間層
軽石凝灰岩

薄片研磨片
（鉛直断面：左右反転）

研磨片
（鉛直断面：左右反転）

薄片

大間層 軽石凝灰岩

デイサイト

デイサイト

大間層 シルト岩

貫入面

a. 上面境界付近

c. 下面境界付近

貫入面

1.4 デイサイトの産状(5/12)
第700回審査会合

資料２－２－２ P.24 再掲
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CT画像（鉛直断面）：深度174.20ｍ～174.50ｍ

• A’-７孔のコアの詳細観察及びCT画像によれば，大間層中のデイサイトの貫入面は密着しており断層(破砕物質等)は認められない。

• 貫入面直上の174.25ｍの明瞭な割れ目面には条線，鏡肌，破砕物質等は認められない。

上盤側

下盤側

デイサイト

大間層

貫入面直上の大間層
中の割れ目

深度174.25ｍ直上の割れ目面に条線等は認められない。

デイサイト貫入面付近の性状（A’-７孔 ）（1/3）

デイサイト(小岩脈)

デイサイト

大間層（シルト岩）

【A’-７孔】 デイサイト貫入面付近のコア

大間層（シルト岩）

デイサイト中には気泡が
多く認められる。

S NX X’ 

大畑層
（鮮新世）

デイサイト
（中新世の貫入岩）

大間層

貫入面

貫入面

1.4 デイサイトの産状(6/12)

デイサイト

X
X’

調査位置図

第700回審査会合
資料２－２－２ P.25 再掲
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CT画像（鉛直）
A’-７孔 深度174.30ｍ～174.50ｍ

2mm0
薄片（鉛直断面）

シルト岩

デイサイト

薄片
（鉛直断面）

オープンニコル クロスニコル

デ
イ
サ
イ
ト

大間層
シルト岩

シルト岩の流動的変形

デイサイト
岩片

微細な斜長石とガラス（石基）

デイサイト
岩片

大間層
シルト岩

A’-7

試料採取位置

デイサイト

大間層

易国間層
大畑層

デイサイト

大間層
シルト岩

S N

1cm0

大間層
シルト岩

デイサイト

貫入面

貫入面

貫入面

貫入面

第804回審査会合
資料１－１ P.2-38 一部修正1.4 デイサイトの産状(7/12)

デイサイト貫入面付近の性状（A’-７孔 ）（2/3）

• デイサイトの石基は半晶質かつ細粒で，急冷に
よる特徴を示す。

• 薄片観察によると，境界面はシャープではなくシ
ルト岩には流動的変形が認められることから，
大間層シルト岩の固結度が低い状態でデイサイ
トが貫入したものと考えられる。

1-22



デイサイト岩片

水平・鉛直方向で組織の相違はなく，
一定方向の応力の影響は示唆されない。

• 貫入面近傍の深度172.4ｍ～173.6ｍ付近のコア及び研磨片・薄片の観察では，デイ
サイトが礫状を呈し，その間を大間層の酸性凝灰岩が埋めている部分が認められる。
それらは固結し岩石化しており破砕部等は認められない。

• 礫状を呈するデイサイト岩片は，ジグソーフィット組織を示しペペライトの特徴（図①
参照）を有することから，固結度が低い状態の大間層へのデイサイトの貫入・急冷
（図②参照）により形成されたものと考えられる。

デイサイト
岩片

デイサイト

大間層（シルト岩）

【A’-７孔】 デイサイト貫入面付近のコア

デイサイト
（礫状を呈する部分）

大間層（シルト岩）
類似

A’-7

試料位置

デイサイト

大間層

易国間層
大畑層

ジグソーフィット組織
の顕著な部分

基質(酸性凝灰岩)

研磨片（水平断面）
深度172.85ｍ（コア径90mm）

上

研磨片

（鉛直断面：左右反転）
薄片

（鉛直断面）
2cm0

デイサイト岩片
クロスニコル

微細な斜長石とガラス（石基）

斜長石（斑晶）

基質の酸性凝灰岩（ガラス質）

オープンニコル

デイサイト岩片

ジグソーフィット組織

2mm0 2mm0

図① ペペライトの産状
（ジグソーフィット組織）

（松原・天野（2010）２）に加筆）

貫入面

S N B：blocky shape juvenile clasts
F：fluidal shape juvenile clasts

1.4 デイサイトの産状(8/12)

図② 未固結堆積物中への貫入形態の模式図（狩野（1983）３）に加筆）

peperite*

* : ペペライトは水を多く含む未固結堆
積物とマグマの相互作用により，マ
グマの冷却・破断，火山岩片の生成
及び堆積物との混合により形成さ
れる(松原・天野(2010)２)）。

デイサイト貫入面付近の性状（A’-７孔 ）（3/3）

第700回審査会合
資料２－２－２ P.27 再掲
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D-7
A’-7

N-1

N-１孔

350.07m

357.48m

AT-25

シルト岩

シルト岩

D-７孔

321.00m
（孔底）

317.93m

AT-25

シルト岩

A’-７孔

294.67m

298.04m

AT-25

シルト岩

シルト岩

大間層中の鍵層の対比（1/3）：デイサイトの下位の鍵層
NS

• 酸性凝灰岩AT-25は深部の大間層に分布し，やや厚い層厚(約３ｍ～
約７ｍ)とシルト質の地層を挟むという特徴がある。

• AT-25はデイサイト分布下面の標高より下位の標高で広く分布する。

※ D-7孔は酸性凝灰岩AT-25の下端に達していない。

軽石凝灰岩（PT-3）最下部

PT-3

292.77m

PT-3

315.25m

PT-3

346.76m

平行葉理が発達する酸性凝灰岩

平行葉理が発達する酸性凝灰岩

平行葉理が発達する酸性凝灰岩

酸性凝灰岩の薄層

1.4 デイサイトの産状(9/12)
第700回審査会合

資料２－２－２ P.28 一部修正

1-24



292.77m

シルト岩

シルト岩

301.88m

D-７孔

315.25m

PT-３

シルト岩

シルト岩

PT-３

P-４孔
124.70m

140.66m

シルト岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

シルト岩

• 軽石凝灰岩PT-３は大間層の深部に分布し，軽石の量や粒度が層準によ
り変化し，下部に数枚のシルト岩層を挟在する。スランピングによるシルト
岩の偽礫を含み，層厚は約13ｍ～約20ｍと変化する特徴を有する。

• デイサイト分布域ではデイサイトの上下位に分布する。

PT-３

326.48m

346.76m

シルト岩

シルト岩

シルト岩

N-１孔

＊シルト岩の偽礫

＊

＊ ＊
＊

＊

シルト岩

シルト岩

シルト岩

1.4 デイサイトの産状(10/12)

大間層中の鍵層の対比（2/3）：デイサイトの上下位の鍵層 D-7
P-4

N-1

N

S A’-7

A’-７孔

291.38m

PT-３

デイサイト

シルト岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.29 一部修正

1-25

注）A’-７孔では，デイサイトの貫入の影響を受
けて軽石凝灰岩PT-３は薄くなっている。



1.4 デイサイトの産状(11/12)

• 大間層の深部では，敷地全域において軽石凝灰岩PT-３が酸性凝灰岩AT-25の直上に分布する。
• デイサイト分布域では，酸性凝灰岩AT-25はデイサイト岩体の下位に分布するが，その上の軽石凝灰岩PT-３はデイサイト岩体を

挟んで上下に分布することから，デイサイトは大間層堆積後に，PT-３付近に貫入したものと判断される。

大間層中の鍵層の対比（3/3）：デイサイトの上下位の鍵層分布

第700回審査会合
資料２－２－２ P.30 一部修正
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D-７
A’-７

N-１

PT-３→ AT-25

P-４

←PT-３

↑

NＳ



• P-２孔及びP-４孔のデイサイト岩体の上面及びRR-218孔のデイサイト岩体の上下面には，大間
層シルト岩との接触面のデイサイトに急冷周縁相が認められる。

• A’-７孔の大間層とデイサイトの境界部で，デイサイトと大間層が繰返し出現し大間層のシルト岩
に変形構造が確認される箇所では，デイサイトにはシルト岩の固結度が低い時期に貫入したこと
を示すペペライトの組織が認められ，断層破砕部は認められない。

• 南北方向の地質断面図（X-X’断面）沿いのボーリング調査結果によれば，デイサイトの上下面に
大間層中の鍵層である軽石凝灰岩PT-３が分布していることから，デイサイトは大間層堆積後に
貫入したものと考えられる。

以上のことから，デイサイトは大間層堆積後に貫入した貫入岩と判断される。

1.4 デイサイトの産状(12/12)

まとめ

第700回審査会合
資料２－２－２ P.31 再掲
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（余白）

1-28



2.1 cf断層系の分布（1/18）

cｆ断層系の分布

〔本編資料2.1.1章に関する基礎データ〕

• cf-１，２断層の北方への連続性 （補足調査坑等）

• cf-３断層の分布 （トレンチ，法面及びボーリング）

2-1



ℓℓtf

tb

dℓtf

原子炉建屋設置位置

見掛けの変位量
(水平16m，鉛直1.3m)

78E

5

見掛けの変位量
(水平35m，鉛直2.7m）

78E

4

見掛けの鉛直変位量
(0.4m)

見掛けの鉛直変位量
(0.7m)

水平断面図範囲（P.2-3参照）

te

bℓｖ

du

hs

ftf/ftf/ctf
tb

ℓℓtf

te

（a）

（b）

cf-１，２断層の見掛けの鉛直変
位量は北方延長の掘削法面（a）
で0.7m，掘削法面（b）で0.4mと小
さくなり，さらに北方への連続性
は小さいと考えられる。

凡 例cf-１，２断層の北方への連続性（1/6）：分布平面図

法面観察
B地点

法面観察
A地点

注）本図の地質分布及び断層位置は各掘削面レベル
での地質観察による。

第456回審査会合
資料２－３ P.37 再掲

2-2
2.1 cf断層系の分布（2/18）



Ｍ-５坑
（P.2-6参照）

TM-１坑
（P.2-4参照）

原子炉建屋設置位置

ℓℓtf

bℓｖ

mℓｖ

TM-６坑
（P.2-5参照）

• cf-１断層の北方延長はTM-1坑で認められるが，さらに延長上のTM-６坑では認められない。

• cf-２断層は，M-５坑では認められない。

• したがってcf断層系の北方延長は法面観察A,B地点付近までと考えられる。

法面観察
B地点（投影）

法面観察
A地点（投影）

cf-１，２断層の北方への連続性（2/6）：T.P.-12ｍ水平断面図

第456回審査会合
資料２－３ P.38 再掲2.1 cf断層系の分布（3/18）
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0 5m

坑壁写真 • cf-１断層の北方延長がTM-１坑
に認められる。

• 本坑壁での見掛けの鉛直変位量
は不明であるが，P.2-2に示すよう
にTM-１坑直上の掘削法面（a）で
は約0.7ｍである。

cf-１断層
t：断層幅(cm)

展開方法

南壁 北壁踏前

原子炉建屋設置位置

位置図

cf-１，２断層の北方への連続性（3/6）：TM-１坑地質展開図

第456回審査会合
資料２－３ P.39 再掲2.1 cf断層系の分布（4/18）
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TM-６坑地質展開図

0 5m

TM-６坑において，cf-１断層の北方延長部に断層は認められない。

展開方法

南
壁

北
壁

凡 例

安山岩礫（角礫状）中の角礫
（直径10cm以上）

踏
前

位置図

原子炉建屋設置位置

TM-６

cf-１，２断層の北方への連続性（4/6）：TM-６坑地質展開図

第456回審査会合
資料２－３ P.40 再掲2.1 cf断層系の分布（5/18）

2-5



M-５坑地質展開図 0 5m

展開方法

原子炉建屋設置位置

M-５

位置図

凡例

RR-205

*
1

*1：
試掘坑壁と同層準の
安山岩溶岩（塊状）の
節理に見られる黄灰
色挟在物。

RR-205孔コア画像

• cf-２断層の北方延長に位置するM-
５坑ではcf-２断層は認められない。

• 安山岩溶岩（塊状）には黄灰色挟在
物を挟む節理が認められるが，連続
しない。

安
山
岩
溶
岩
（
塊
状
）

cf-１，２断層の北方への連続性（5/6）：M-５坑地質展開図

第456回審査会合
資料２－３ P.41 再掲2.1 cf断層系の分布（6/18）
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• cf-１，２断層の北方への連続性について北側に位置する補足調査坑等の地質観察結果を整理した。

• cf-１断層については，北方延長に位置するTM-１坑の淡灰色火山礫凝灰岩中にcf-１断層が認めら
れたが，さらに北方のTM-６坑の安山岩溶岩（角礫状）中に断層は認められない。

• cf-２断層については，北方延長に位置するM-５坑の安山岩溶岩（塊状）中に断層は認められない。

• 以上のことから，cf-１，２断層の北方への伸びはP.2-3に示す法面観察A，B地点付近までと判断さ
れる。

cf-１，２断層の北方への連続性（6/6）：まとめ

第456回審査会合
資料２－３ P.42 再掲2.1 cf断層系の分布（7/18）
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cf-３断層の分布（1/11）

cf-３断層はNNE-SSW走向で分布する。

2.1 cf断層系の分布（8/18）

Tf‐４トレンチ
（P.2-29～P.2-32）

Ts‐20法面（P.2-10）

cf-301,302（P.2-9）

Tf‐５(b)トレンチ
(P.2-15～P.2-18)

第615回審査会合
資料２－２ P.2-4 一部修正

2-8

Tf‐５(ａ)トレンチ
(P.2-11～P.2-14)

。

。

。

。



cf-３断層の分布（2/11）：B-B’断面

• Tf-４トレンチの北方約330ｍにおけるボーリング調査（cf-301，cf-302）でcf-３断層
を確認した。

• cf-３断層は，cf-301孔付近ではほぼ鉛直，cf-302孔付近では高角西傾斜で分布
し，断層幅は最大約16ｃｍである。

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

安山岩溶岩

細粒凝灰岩・粗粒凝灰岩互層

c
f-

３
断

層

SB
-0
37

R
-1
22

E
B’

W

※：本地点におけるcf-３断層の見掛け
の鉛直変位量は約１.0ｍである。

シームS-11層準

見掛けの鉛直変位量

約1.0ｍ※

B

B-B’断面

N14°E, 87°E

N23°E, 69°W
凡例

N23°E, 69°W 断層面の走向傾斜

シームS-11層準

（破線部は推定）

2.1 cf断層系の分布（9/18）

Tf-４
トレンチ

ボーリング
cf-301, 302

SB-037

cf-３断層確認位置

凡 例

位置図 0                      100m

R-122

注） cf-３断層の分布は
T.P.-14ｍにおける位置。

段丘堆積物，ローム層

第615回審査会合
資料２－２ P.2-5 一部修正
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段丘堆積物，ローム層



cf-３断層の分布（3/11）：Ts-20法面

• Tf-４トレンチの北方約420ｍにおけるTs-20法面の調査でcf-３断層を確認した。

• cf-３断層は，ほぼ鉛直の傾斜で分布し，断層幅は最大約20ｃｍである。

cf-３断層

W

E

ローム層

淡灰色火山礫凝灰岩

腐植土
埋土

法面写真

法面スケッチ

N19°E, 85°E

2.1 cf断層系の分布（10/18）

Tf-４
トレンチ

ボーリング
cf-301, 302

SB-037

cf-３断層確認位置

凡 例

位置図

R-122

0                100m

第615回審査会合
資料２－２ P.2-6 一部修正
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注） cf-３断層の分布は
T.P.-14ｍにおける位置。

凡例

断層の平均走向・傾斜N19°E, 85°E

埋土

腐植土

ローム層

淡灰色火山礫凝灰岩

地層境界

地質境界

cf-３断層

筋状構造

割れ目

風化部下限

礫（直径30ｃｍ以上）



T.P.35m

T.P.33m

T.P.33m

T.P.29m

T.P.30m

5m

T.P.32m

T.P.32m

T.P.30m

T.P.35m

シームS-11

北側法面

西
側
法
面

トレンチ展開写真

南側法面

+36m盤

Tf-５(a)
トレンチ

位置図

ｃf-３断層

ｃf-３断層

第804回審査会合
資料１－１ P.3-43 一部修正2.1 cf断層系の分布（11/18）

2-11

cf-３断層の分布（4/11）：Tf-５(a)トレンチ（1/4）

Tf-４トレンチの北方約470ｍにおけるTf-５(ａ)トレンチの調査でcf-３断層を確認した。



T.P.35m

T.P.33m

T.P.33m

T.P.29m

T.P.30m

T.P.32m

T.P.32m

T.P.30m

T.P.35m

北側法面詳細範囲
（P.2-14参照）

南側法面詳細範囲
（P.2-13参照）

シームS-11

トレンチ展開スケッチ

cf-３断層は，走向・傾斜はN20°～30°E，90°で，南側法面では１条であるが，底盤付近で分岐し北側法面では２条となる。

10m0

Ｍ１面段丘堆積物
（河川性堆積物を含む）

淡灰色火山礫凝灰岩

ローム層

ローム層
（礫混じりシルト質）

粗粒凝灰岩
/細粒凝灰岩 互層

細粒凝灰岩

粗粒凝灰岩

盛土及び人工改変土

腐植土

2.1 cf断層系の分布（12/18）
2-12第804回審査会合

資料１－１ P.3-44 一部修正

cf-３断層の分布（5/11）：Tf-５(a)トレンチ（2/4）

凡 例



• ｃｆ-３断層は，シームS-11を切っており，断層幅は約６ｃｍ～約７ｃｍである。

• cf-３断層は周辺岩盤より細粒で固結している。

W
E

ｃf-３断層

南側法面写真

シームS-11

シームS-11

cf-３断層

ｃf-３断層

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

粗粒凝灰岩
/細粒凝灰岩互層

T.P.28ｍ

T.P.27ｍ

T.P.29ｍ

cf-305孔

針貫入試験位置

南側法面スケッチ

シームS-11
シームS-11

cf-３断層

←シームS-11

解釈線有り解釈線なし

alt

ftf

ｌｌｔｆ

針
貫
入
試
験
実
施
箇
所

針貫入試験結果
0

5

10

15

20

25

30

35

0 2 4 6 8 10

細
粒
凝
灰
岩

粗粒凝灰岩/
細粒凝灰岩互層

シームS-11

針貫入勾配（N/mm）

斜
距

離
（
ｃ
ｍ

）

淡灰色火山礫凝灰岩（風化部）

見掛けの鉛直変位量
約40cm※

筋状構造（cf-３断層
から分岐・合流）

凡 例

2.1 cf断層系の分布（13/18）
2-13第804回審査会合

資料１－１ P.3-45 一部修正

cf-３断層の分布（6/11）：Tf-５(a)トレンチ（3/4） 南側法面詳細

※： 南側法面におけるcf-３断層の見掛

けの鉛直変位量は約40ｃｍである。



E
W

北側法面写真

T.P.27ｍ

T.P.28ｍ

T.P.29ｍ

淡灰色火山礫凝灰岩

粗粒凝灰岩
/細粒凝灰岩互層

細粒凝灰岩

北側法面スケッチ

cf-３断層①

シーム
S-11

cf-３断層②

•南側法面で１条であったcf-３断層は，底盤付近で分岐し，北側法面では２条となる。それぞれcf-３断層①， cf-３断層②と称する。

•ｃｆ-３断層①及びｃｆ-３断層②は，シームS-11を切っており，断層幅は約６ｃｍである。

見掛けの鉛直変位量
約15cm※

見掛けの鉛直変位量
約20cm※

粗粒凝灰岩

凡 例

2.1 cf断層系の分布（14/18）
2-14第804回審査会合

資料１－１ P.3-47 一部修正

cf-３断層の分布（7/11）：Tf-５(a)トレンチ（4/4） 北側法面詳細

※： 北側法面におけるcf-３断層の見掛けの鉛直変位量は，

cf-３断層①で約15ｃｍ，cf-３断層②で約20ｃｍである。



SW NE

cf-３断層

Ｍ１面段丘堆積物

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

淡灰色
火山礫凝灰岩

シームS-11層準(FT5-3)

シームS-11層準(FT5-3)

北側法面範囲（P.2-17参照）

南側法面範囲（P.2-16参照）

2.1 cf断層系の分布（15/18）

cf-３断層の分布（8/11）：Tf-５(b)トレンチ（1/4）

西
側

法
面

範
囲

（
P

2
-
1
8
参

照
）

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物ローム層

淡灰色火山礫凝灰岩

ローム層（礫混じりシルト質）
腐植土

腐植土

腐植土

粗粒凝灰岩/細粒凝灰岩 互層 凝灰角礫岩

細粒凝灰岩

第615回審査会合
資料２－２ P.2-7 一部修正

2-15

• Tf-４トレンチの北方約540ｍにおけるTf-５（b）トレンチの調査でcf-３断層を確認した。

• cf-３断層は，NNE-SSW走向，高角西傾斜で分布する。

注） 本トレンチにおけるcf-３断層の見掛けの鉛直

変位量は最大約35ｃｍ（北側法面）である。

cf-３断層



cf-３断層の分布（9/11）：Tf-５(b)トレンチ（2/4） 南側法面詳細

2.1 cf断層系の分布（16/18）

南側法面写真（解釈線有り）

NE

cf-３断層

南側法面写真（解釈線なし）

南側法面スケッチ

ｃf-３断層

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

凝灰角礫岩

細粒凝灰岩 シームS-11
層準（FT5-3）

ローム層

NE

NE

T.P.31.0m

T.P.32.0m

T.P.31.0m

T.P.32.0m

T.P.31.0m

T.P.32.0m

SW
SW

SW

第615回審査会合
資料２－２ P.2-8 一部修正
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cf-３断層の断層幅は，法面下部で最大約20ｃｍである。

cf-３断層



cf-３断層の分布（10/11）：Tf-５(b)トレンチ（3/4） 北側法面詳細

cf-３断層の断層幅は，法面下部で最大約30ｃｍである。

2.1 cf断層系の分布（17/18）

北側法面写真（解釈線有り）

NE

cf-３断層

SW

北側法面スケッチ

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

粗粒凝灰岩/
細粒凝灰岩 互層

シームS-11層準
（FT5-3）

Ｍ１面段丘堆積物

NE

北側法面写真（解釈線なし）

cf-３断層

T.P.31.0m

T.P.32.0m

T.P.31.0m

T.P.32.0m

細粒凝灰岩

T.P.31.0m

T.P.32.0m

SW SW

NESW

第615回審査会合
資料２－２ P.2-9 一部修正
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ローム層

cf-３断層



NS

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

2.1 cf断層系の分布（18/18）

南側法面と北側法面の地質は西側
法面で連続する。

cf-３断層の分布（11/11）（参考）：Tf-５(b)トレンチ（4/4） 西側法面詳細

シームS-11層準
（FT5-3）

西側法面写真

西側法面スケッチ
0 2m

Ｍ１面段丘堆積物

T.P.31.0m

T.P.32.0m

NS
ローム層

第615回審査会合
資料２－２ P.2-10 一部修正
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2.2 cf断層系の走向・傾斜（1/3）

cｆ断層系の走向・傾斜

〔本編資料2.1.1章に関する基礎データ〕

• cf-１～３断層の走向・傾斜のステレオネット（シュミットネット）

2-19



cf断層系の分布及び方向性

• cf-１～３断層はNNE-SSW走向
であり，同様の方向性を示す。

• cf-１～３断層の走向・傾斜の
分布については，ステレオネッ
トに示す（P.2-21参照）。

断層名 確認位置 走向 傾斜 最大幅
断層
長さ

変位
センス

見掛けの最大
変位量 根 拠

cf-１
掘削面，補足調査坑，

ボーリング
N36°E～3°W 68°E～60°W 54ｃｍ 330ｍ以上

西側落下 鉛直 4.8ｍ ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞによる断面図（P.2-39参照)

右横ずれ 水平 35ｍ 掘削面の地層分布（P.2-38参照)

cf-２ 掘削面，ボーリング N41°E～6°W 70°E～70°W 70ｃｍ 300ｍ以上
西側落下 鉛直 1.3ｍ

掘削面の地層分布（P.2-38参照)
右横ずれ 水平 16ｍ

cf-３
トレンチ，ボーリング，

掘削面
N34°E～4°W 73°E～60°W 2.0ｍ 630ｍ以上

西側落下 鉛直 1.5ｍ ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞによる断面図（P.2-40参照)

右横ずれ 水平 36ｍ
断層の走向方向への地層の平均的傾斜（2.4°）と鉛直

変位量から計算 （ 1.5/tan2.4°≒36 ）（P.2-41参照）

cf 断層系の諸元

（cf断層系，sF断層系及びdF断層系）

（sF-２断層系及びdF断層系）

（cf断層系及びdF断層系）

Tf-４トレンチ

Ts-20法面

第615回審査会合
資料２－２ P.2-2 再掲
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2.2 cf断層系の走向・傾斜（2/3）

。

。



ｃｆ-1断層

cf断層系の走向・傾斜の分布傾向

N=58

ｃｆ-２断層 ｃｆ-３断層

N=63 N=19

N8°E, 84°W N13°E, 84°W
N15°E, 84°W

• cf-１～３断層の走向・傾斜の分布をステレオネット（シュミットネット）で示す。

• cf-１～３断層はいずれもNNE-SSW走向で，主に高角西傾斜を示す。

（シュミットネット下半球投影）

第615回審査会合
資料２－２ P.2-3 再掲
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2.2 cf断層系の走向・傾斜（3/3）



2.3 cf断層系の断層幅（1/3）

cｆ断層系の断層幅

〔本編資料2.1.1章に関する基礎データ〕

• cf-１～３断層の断層幅一覧表

2-22
コメントNo.S2-131
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ボーリング及びトレンチにおける確認位置（cf-１～３断層）

cf-１～３断層について，ボーリングコ
ア，トレンチ及び掘削面の地質観察
による断層幅の確認位置を示す。

コメントNo.S2-1312.3 cf断層系の断層幅（2/3）

（cf断層系，sF断層系及びdF断層系）

（sF-２断層系及びdF断層系）

（cf断層系及びdF断層系）

トレンチ

掘削面（法面・掘削底盤）観察範囲

(孔名はP.2-8及びP.2-38～P.2-41参照)

法面A，B

B

A

第615回審査会合
資料２－２ P.2-2 一部修正

。

。

Tf-４

Tf‐５(a)

Tf‐５(b)

Ts-20法面

（cf断層系及びdF断層系）



断層幅一覧表

2-24

ボーリング，トレンチ及び掘削面で確認したcf断層系の断層幅を整理した結果，最大の断層幅はcf-３断層の約2.0ｍ(Tf-４トレンチ)である。

断層名 確認位置 断層幅（ｃｍ）*３

cｆ-１断層

主建屋掘削面
観察範囲① (76点)＊１ 1～40

法面A 54

ボーリング

cf-101 (89.72ｍ) 3

cf-102 (43.62ｍ) 10

cf-105 (52.10ｍ) 12

cｆ-２断層

主建屋掘削面
観察範囲② (50点)＊１ 1～43

法面B 70

ボーリング
cf-201 (26.01ｍ) 0.5

cf-203 (39.67ｍ) 12

cf-３断層

法面 Ts-20 16

トレンチ

Tf-４(２点；南北法面) 160～200＊２

Tf-５(a) (２点；南北法面) 6～7

Tf-５(b) (２点；南北法面) 20～30

ボーリング

SB-008 (83.54ｍ) 10

SB-025 (53.62ｍ) 15

SB-032 (75.79ｍ) 10

CB-6 (142.53ｍ) 18

CB-11 (34.03ｍ) 14

CB-12 (21.15ｍ) 180

cf-301 (48.95ｍ) 15～20

cf-302 (55.77ｍ) 9

コメントNo.S2-1312.3 cf断層系の断層幅（3/3）

＊１：観察範囲についてはP.2-23参照。
＊２：断層の傾斜角で補正。
＊３：法面での幅は最大値。
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（余白）



2.4 cf断層系の性状（1/11）

cｆ断層系の性状

〔本編資料2.1.1章に関する基礎データ〕

• cf-１，２断層の性状（掘削法面）

• cf-３断層の性状（Tf-４トレンチ）

• cf-１～３断層の性状（ボーリングコア）

2-26



Ｍ３面段丘堆積物

凝灰角礫岩

cf-１，２断層の性状（掘削法面）（解釈線有り）

スケッチ位置

位置図 0 50m

M３

cf-１断層 法面A地質スケッチ cf-２断層 法面B地質スケッチ

地 層 境 界

cf   断 層 系

• cf-１,２断層には明瞭な断層面は認められず，周辺岩盤との境界は不規則な凹凸を示す。

• 断層は周辺岩盤と同じ構成物から成るが，周辺岩盤より細粒で固結度が高い。

• 断層の最大幅は，cf-１断層が約54cm，cf-２断層が約70cmである。

• なお，cf-１，２断層を不整合に覆うＭ３面段丘堆積物の基底面に変位・変形は認められない。

最大幅70cm

最大幅54cm

第615回審査会合
資料２－２ P.2-11 一部修正
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2.4 cf断層系の性状（2/11）



Ｍ３面段丘堆積物

凝灰角礫岩

cf-１，２断層の性状（掘削法面）（解釈線なし）

スケッチ位置

位置図 0 50m

M３

cf-１断層 法面A地質スケッチ cf-２断層 法面B地質スケッチ

地 層 境 界

cf   断 層 系

最大幅70cm

最大幅54cm

第615回審査会合
資料２－２ P.2-12 一部修正
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盛土

腐植土

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

地層境界
地質境界

断層

凡 例

盛土

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

腐植土

第
四
系

易
国
間
層

上
部
層

cf-３断層

Tf-４トレンチ地質展開図

cf-３断層の性状（Tf-４トレンチ）（1/4）

断層幅約2.0ｍ

Tf-４トレンチでは，cf-３断層はNNE-SSW走向で高角西傾斜に分布し，断層幅は最大約2.0ｍである。

詳細画像範囲（P.2-31参照）

2-29
2.4 cf断層系の性状（4/11） 第804回審査会合

資料１－１ P.2-27 一部修正

位置図

原子炉建屋設置位置

調査位置

0 200m

Ｍ１面
Ｍ１面

Ｍ３面

Ｍ３面

Ｈ４面

注）cf-３断層の分布はT.P.-14mにおける位置。



T.P.23.0m

T.P.23.0m

cf-３断層

Tf-４トレンチ展開画像

cf-３断層の性状（Tf-４トレンチ）（2/4）

詳細画像範囲（P.2-31参照）

2-30
2.4 cf断層系の性状（5/11） 第804回審査会合

資料１－１ P.2-10 再掲



cf-３断層の性状（Tf-４トレンチ）（3/4）（解釈線有り）

• cf-３断層と周辺岩盤の境界は漸移的で明瞭な断層面は認められない。

•断層は周辺岩盤と同じ構成物から成るが，周辺岩盤より細粒で固結度が高い。

0 1m

淡灰色
火山礫凝灰岩 淡灰色

火山礫凝灰岩

cf-３断層
Tf-４トレンチ底盤詳細画像

EW

cf-３断層

第615回審査会合
資料２－２ P.2-15 一部修正
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cf-３断層の性状（Tf-４トレンチ）（4/4）（解釈線なし）

0 1m

淡灰色
火山礫凝灰岩 淡灰色

火山礫凝灰岩

cf-３断層
Tf-４トレンチ底盤詳細画像

EW

cf-３断層

2-32
2.4 cf断層系の性状（7/11） 第804回審査会合

資料１－１ P.2-11 一部修正



• ボーリングコアでcf-１，２断層の性状を観察した。

• cf-１，２断層には明瞭な断層面は認められない。

• 断層は周辺岩盤と同じ構成物から成るが，周辺岩盤より細粒で固結度が高い。

【cf-101孔（傾斜79.5°斜孔）】
断層の深度：89.69ｍ～89.85ｍ（T.P.-80.07ｍ～ -80.23ｍ)

cf-１，２断層の性状（ボーリングコア）（解釈線有り）

：淡灰色火山礫凝灰岩
：細粒凝灰岩
：粗粒凝灰岩
：暗灰色火山礫凝灰岩
：安山岩溶岩（角礫状）

ℓℓtf
ftf
ctf
dℓtf
bℓv

凡例

【cf-102孔（傾斜35.0°斜孔） 】
断層の深度：43.57ｍ～43.68ｍ（T.P.-22.35ｍ～ -22.41ｍ)

【cf-105孔（傾斜49.1°斜孔）】
断層の深度：52.03ｍ～52.17ｍ（T.P.-36.48ｍ～ -36.58ｍ)

【cf-201孔】
断層の深度：26.01ｍ（T.P.-23.22ｍ)

ℓℓtf

ℓℓtf

cf-２断層

【cf-203孔（傾斜59.4°斜孔）】
断層の深度：39.59ｍ～39.74ｍ（T.P.-31.38ｍ～ -31.51ｍ)

ℓℓtf

ℓℓtf

cf-１断層

断面位置図

0 50m

cf

cf’

cf-101

cf-203 cf-201
cf-102

cf-105

dℓtf

bℓv

cf-１
断層

cf-１断層

bℓv

dℓtf

dℓtf ftf

ℓℓtf

dℓtf

cf-２
断層

ctf

ftf

cf-１断層
cf-２断層cf cf’

c
f-

2
0
1

Ｗ

ｃｆ－ｃｆ’ 断面図

火山砕屑岩

安山岩溶岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

E

第615回審査会合
資料２－２ P.2-17 一部修正
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【cf-101孔（傾斜79.5°斜孔）】
断層の深度：89.69ｍ～89.85ｍ（T.P.-80.07ｍ～ -80.23ｍ)

cf-１，２断層の性状（ボーリングコア）（解釈線なし）

【cf-102孔（傾斜35.0°斜孔） 】
断層の深度：43.57ｍ～43.68ｍ（T.P.-22.35ｍ～ -22.41ｍ)

【cf-105孔（傾斜49.1°斜孔）】
断層の深度：52.03ｍ～52.17ｍ（T.P.-36.48ｍ～ -36.58ｍ)

【cf-201孔】
断層の深度：26.01ｍ（T.P.-23.22ｍ)

【cf-203孔（傾斜59.4°斜孔）】
断層の深度：39.59ｍ～39.74ｍ（T.P.-31.38ｍ～ -31.51ｍ)

断面位置図

0 50m

cf

cf’

cf-101

cf-203 cf-201
cf-102

cf-105

cf-１断層
cf-２断層cf cf’

c
f-

2
0
1

Ｗ

ｃｆ－ｃｆ’ 断面図

火山砕屑岩

安山岩溶岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

E

第615回審査会合
資料２－２ P.2-18 一部修正
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断面位置図

0 50m

A

A’

CB-6

CB-12
SB-008

SB-032

SB-025

CB-11

• ボーリングコアでcf-３断層の性状を観察
した。

• cf-３断層には明瞭な断層面は認められ
ない。

• 断層は周辺岩盤と同じ構成物から成るが，
周辺岩盤より細粒で固結度が高い。

【CB-6孔（傾斜29.2°斜孔）】
断層の深度：142.40ｍ～142.65ｍ（T.P.-39.37ｍ～-39.49ｍ)
断層の走向傾斜：N14°E，63°W

【SB-008孔】
断層の深度：83.39ｍ～83.68ｍ（T.P.-53.37ｍ～-53.66ｍ)

【CB-11孔】
断層の深度：33.76ｍ～34.30ｍ（T.P.-3.73ｍ～-4.27ｍ)
断層の走向傾斜：N15°E，81°W

ℓℓtf

ℓℓtf

cf-３断層

【CB-12孔（傾斜60°斜孔）】
断層の深度：20.15ｍ～22.14ｍ（T.P.12.59ｍ～10.87ｍ)
断層の走向傾斜：N5°E，64°W

ℓℓtf

cf-３断層

ℓℓtf

ℓℓtf

ℓℓtf
cf-３断層

cf-３断層

【SB-025孔】
断層の深度：53.20ｍ～54.03ｍ（T.P.-23.21ｍ～-24.04ｍ)
断層の走向傾斜：N11°E，87°W

【SB-032孔】
断層の深度：75.71ｍ～75.87ｍ（T.P.-49.58ｍ～-49.74ｍ)
断層の走向傾斜：N22°E，62°W

cf-３断層

ℓℓtf

tb

cf-３断層

ℓℓtf

ℓℓtf

ftf

cf-３断層

bℓv

bℓv

cf-３断層の性状（ボーリングコア）（解釈線有り）
：淡灰色火山礫凝灰岩
：凝灰角礫岩
：細粒凝灰岩
：安山岩溶岩（角礫状）
：BHTVによる走向傾斜

の読取位置

ℓℓtf
tb
ftf
bℓv

凡例

SB-032
SB-008
SB-025 CB-12

CB-11

CB-6淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

安山岩溶岩

凝灰角礫岩

現在の地表線

Tf-４
トレンチ

シームS-11層準
（FT5-3）

Ｗ Ｅ

A-A’断面

注） cf-３断層の分布は
T.P.-14ｍにおける位置。

第615回審査会合
資料２－２ P.2-19 一部修正
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断面位置図

0 50m

A

A’

CB-6

CB-12
SB-008

SB-032

SB-025

CB-11

【CB-6孔（傾斜29.2°斜孔）】
断層の深度：142.40ｍ～142.65ｍ（T.P.-39.37ｍ～-39.49ｍ)
断層の走向傾斜：N14°E，63°W

【SB-008孔】
断層の深度：83.39ｍ～83.68ｍ（T.P.-53.37ｍ～-53.66ｍ)

【CB-11孔】
断層の深度：33.76ｍ～34.30ｍ（T.P.-3.73ｍ～-4.27ｍ)
断層の走向傾斜：N15°E，81°W

【CB-12孔（傾斜60°斜孔）】
断層の深度：20.15ｍ～22.14ｍ（T.P.12.59ｍ～10.87ｍ)
断層の走向傾斜：N5°E，64°W

【SB-025孔】
断層の深度：53.20ｍ～54.03ｍ（T.P.-23.21ｍ～-24.04ｍ)
断層の走向傾斜：N11°E，87°W

【SB-032孔】
断層の深度：75.71ｍ～75.87ｍ（T.P.-49.58ｍ～-49.74ｍ)
断層の走向傾斜：N22°E，62°W

cf-３断層の性状（ボーリングコア）（解釈線なし）

SB-032
SB-008
SB-025 CB-12

CB-11

CB-6淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

安山岩溶岩

凝灰角礫岩

現在の地表線

Tf-４
トレンチ

シームS-11層準
（FT5-3）

Ｗ Ｅ

A-A’断面

注） cf-３断層の分布は
T.P.-14ｍにおける位置。

第615回審査会合
資料２－２ P.2-20 一部修正
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cｆ断層系の見掛けの最大変位量

〔本編資料2.1.1章に関する補足説明〕

• cf-１～３断層の見掛けの最大水平変位量及び見掛けの最大鉛直変位量の算出の考
え方について説明する。
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2.5 cf断層系の見掛けの最大変位量（1/5）



暗灰色火山礫凝灰岩

ℓℓtf

tb

ℓℓtf

cf-１，２断層の見掛けの最大変位量（1/2）

注）本図の地質分布及び断層位置は各掘削面レベルでの地質観察による。

見掛けの最大水平変位量16ｍ

細粒凝灰岩層（FT5-2)を基準として，見掛けの

水平変位量を求めると約16ｍとなる。

見掛けの最大鉛直変位量1.3ｍ

見掛けの水平変位量約16ｍと断層の走向方向

への地層の平均的傾斜（4.8°）から見掛けの鉛

直変位量は約1.3ｍ。 (16×tan4.8°≒1.3）

5

78E

78E

4

dℓtf

＋T.P.+1.7m

＋T.P.+3.6m
＋T.P.-4.3m

T.P.+2.5mの細粒
凝灰岩層（FT5-1）
上面の推定位置

T.P.+2.5m

見掛けの最大水平変位量35ｍ

凝灰角礫岩層直上の細粒凝灰岩層（FT5-1)上面を基

準として，断層の走向方向への地層の平均的傾斜（

4.1°）から見掛けの水平変位量を求めると約35ｍと

なる。（ 24＋(2.5-1.7)/tan4.1°≒35 ）

なお，この地点での見掛けの鉛直変位量は約2.7ｍ。

F
T
5
-
1

F
T
5
-
1

F
T
5
-
2

T.P.+1.7mの細粒
凝灰岩層（FT5-1）
上面の位置

• cf-１断層の見掛けの最大水平変位量
は，掘削面の地層分布より35ｍである。
地層の平均的傾斜は4.1°である。

• cf-２断層の見掛けの最大水平変位量，
鉛直変位量及び断層の走向方向への
地層の平均的傾斜は，掘削面の地層分
布より16ｍ，1.3ｍ及び4.8°である。

2.5 cf断層系の見掛けの最大変位量（2/5）
第615回審査会合

資料２－２ P.1-12 一部修正
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cf-１断層
cf-２断層

cf cf’

位置図 0 50m

cf

cf’

安山岩溶岩

淡灰色火山礫凝灰岩

火山砕屑岩

凝灰角礫岩

c
f-

2
0
1

見掛けの
最大鉛直変位量

約4.8ｍ

Ｗ Ｅ

ｃｆ－ｃｆ’ 断面

cf-１断層の見掛けの最大鉛
直変位量は約4.8ｍである。

cf-１，２断層の見掛けの最大変位量（2/2）

cf断層系

第615回審査会合
資料２－２ P.1-13 再掲2.5 cf断層系の見掛けの最大変位量（3/5）
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断面位置図

Ａ

Ａ’

CB-7

CB-6

SB-027

SC-016

SB-
028

CB-12 CB-9

SB-008

CB-8

SB-029
SB-032

SB-025

CB-11

SB-031

0 50m

Tf-4
トレンチ

SB-029

SB-028
SB-032

CB-9
SB-008

SB-025 CB-12

CB-11

CB-7 SB-031

CB-8

SC-016SB-027

CB-6

淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

安山岩溶岩

凝灰角礫岩

現在の地表線

Tf-４
トレンチ

シームS-11層準
（FT5-3）

Ｗ Ｅ

A-A’断面

cf-３断層の見掛けの最大鉛直変位量は約1.5ｍである。

cf-３断層の見掛けの最大鉛直変位量

断面拡大図

SＢ－025
S-11層準

位置

CB－11
S-11層準

位置

SB-008（投影孔） CB-11SB-025

淡灰色
火山礫凝灰岩

見掛けの
最大鉛直変位量

約1.5ｍ

シームS-11層準
（FT5-3）

凝灰
角礫岩

注） cf-３断層の分布は
T.P.-14ｍにおける位置。

第615回審査会合
資料２－２ P.1-14 再掲2.5 cf断層系の見掛けの最大変位量（4/5）
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cf-３断層の見掛けの最大水平変位量

•シームS-11層準を鍵層として，断層の両側でのS-11層準の分布からcf-３断層の見掛けの水平変位量を求めた。

• cf-３断層の見掛けの水平変位量は，図－１及び２に示した等高線のずれから約36ｍである。なお，見掛けの鉛
直変位量は約1.5ｍ，cf-３断層の走向方向のシームS-11層準の平均的傾斜は約2.4°である。

図－１ cf-３断層周辺のS-11層準の分布

CB-7

CB-6

SB-027

SC-016

SB-028

CB-12
CB-9

SB-008

CB-8

SB-029SB-032

SB-025

CB-11

SB-031

Tf-4 トレンチ

50m0

CB-1

Ⅱ-ⅲ

SA-008

-18 m

-16 m

-14 m

-18 m
-16 m

-14 m

右横ずれ

図－２の範囲

凡 例

cf-３断層

シームS-11層準
の等高線

鉛直ボーリング

斜めボーリング

図－２ cf-３断層の見掛けの水平変位量の概念図

右横ずれ

※シームS-11層準の断層面

方向の傾斜角：約 2.4 °

※

図－１の四角の範囲

第558回審査会合
資料２ P.107 再掲2.5 cf断層系の見掛けの最大変位量（5/5）
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（余白）
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2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（1/16）

ｃｆ断層系の詳細性状の類似性（変位センス）

〔本編資料2.1.2章に関する基礎データ〕

• cf-１～３断層の変位センス （掘削面，ボーリングコア）

第615回審査会合
資料２－２ P.2-22 一部修正
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原子炉建屋

設置位置

掘削面（cf-１断層）

Y  : cf断層系の主せん断面
P : 細粒凝灰岩岩片の伸長方向
R1: Yに対してPとは反対方向に斜交し，

Pを切断する面

金川(2011)４）を左右反転

0 100m
位置図

変位センス
確認箇所

１m0

注）水平な掘削面底盤を鉛直上方から撮影した写真。

掘削面底盤において，cf-１断層沿いの細粒凝灰岩に右横ずれ変位を示す変形構造及び複合面構造が認められる。

掘削面画像（解釈線なし） 掘削面画像（解釈線有り）

第615回審査会合
資料２－２ P.2-23 一部修正
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2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（2/16）

R1
P

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩の薄層

cf-1断層(Y)

R1
P



金川(2011)４）を左右反転

cf-３
断層

cf-３
断層

周辺
岩盤

境界は
漸移的境界は

漸移的

変位方向

Tf-４トレンチ水平掘削面＊ 接写写真（解釈線有り） 10cm0

P

R1

Y

P

R1

Y

Y
Y

cf-３
断層cf-３

断層

P

R1

Y

淡灰色火山礫凝灰岩

YY

周辺
岩盤

周辺
岩盤

境界は
漸移的境界は

漸移的

Tf-４トレンチ水平掘削面＊ 接写写真（解釈線なし）

Tf-４トレンチの水平掘削
面において，断層及びそ
の近傍の周辺岩盤中の
軽石や岩片に，右横ずれ
センスを示す複合面構造
が認められる。

周辺
岩盤

掘削面（cf-３断層）
S N

位置図（Tf-４トレンチ）

0 5m

観察箇所の平面位置
（掘削中の岩盤上面付近で観察）

cf-３断層

第615回審査会合
資料２－２ P.2-24 一部修正
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2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（3/16）

Y  : cf断層系の主せん断面
P : 細粒凝灰岩岩片の伸長方向
R1: Yに対してPとは反対方向に斜交

し，Pを切断する面

＊：最終仕上がりのトレンチ底面より約１ｍ
浅い岩盤上面。



写真１ トレンチ底盤で観察された変形構造

写真２

Y

底盤スケッチ

ｃ
ｆ-

３
断

層

Tf-４トレンチ底盤のcf-３断層部の再観察により，複合面構造として，引き伸ばされた軽石礫（P面）及びそれに斜交するR1面を確認し，断層の
走向方向（Y面）との関係から，本トレンチのcf-３断層がcf-１及びcf-２断層と同様に右横ずれセンスを示すことを確認した。

Tf-４トレンチ底盤（cf-３断層）

金川(2011)４）を左右反転

写真２-１ 引き伸ばされた軽石礫（接写）（解釈線有り）
数ｃｍ程度の軽石礫が引き伸ばされている

写真２-２ 引き伸ばされた軽石礫（接写）（解釈線なし）

P

R1

P

P

P

R1P

R1

P

P

P

R1

P

０ １ｍ

位置図

底盤スケッチ

０ ５ｍ

０ ５ｃｍ

凡 例

構造

淡灰色火山礫凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.14 一部修正
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① ボーリングコア（A-7孔 深度3.2ｍ～4.2ｍ）

凝灰角礫岩

cf-１断層

【A-7孔】 凝灰角礫岩中のcf-１断層

⑤ 薄片 〔断層近傍の周辺岩盤〕（拡大）

基質にスメクタイト生成

② 研磨片（水平断面）
深度3.85ｍ (コア径95mm)

R1

P

オープンニコル

岩片 軽石

④ 薄片 〔断層近傍の周辺岩盤〕

岩片

軽石

軽石

岩片

クロスニコル

R1

P

2mm0

スメクタイト
（基質）

細粒化した軽石の縁に
生成したスメクタイト

• 研磨片（②，③）及び薄片（④）では，断層及び周辺岩盤
中の軽石等に右横ずれセンスを示す複合面構造が認め
られる。

• 研磨片（②，③）では，断層は周辺岩盤よりも細粒であり，
境界は漸移的で明瞭な断層面は認められない。

位置図 0 50m

拡大図

A-7孔

法面観察A地点

0 10m

金川(2011)４）を左右反転

凝灰角礫岩

P

R1

P

R1

凝灰角礫岩

③ 研磨片接写

第804回審査会合
資料１－１ P.2-14 一部修正

研磨片，薄片（cf-１断層）（解釈線有り）

2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（5/16）
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① ボーリングコア（A-7孔 深度3.2ｍ～4.2ｍ）

【A-7孔】 凝灰角礫岩中のcf-１断層

⑤ 薄片 〔断層近傍の周辺岩盤〕（拡大）

基質にスメクタイト生成

② 研磨片（水平断面）
深度3.85ｍ (コア径95mm)

オープンニコル

④ 薄片 〔断層近傍の周辺岩盤〕

クロスニコル

2mm0

細粒化した軽石の縁に
生成したスメクタイト

位置図 0 50m

拡大図

A-7孔

法面観察A地点

0 10m

金川(2011)４）を左右反転
③ 研磨片接写

第804回審査会合
資料１－１ P.2-14 一部修正
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研磨片，薄片（cf-１断層）（解釈線なし）

2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（6/16）



④ 薄片〔断層と周辺岩盤〕

【B-2孔】 淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-２断層

2mm0

①ボーリングコア（B-2孔 深度0ｍ～1.0ｍ）

cf-２断層

淡灰色火山礫凝灰岩

研磨片作製位置（②）薄片作製位置（③）

基質にスメクタイト生成

クロスニコル

軽石
軽石

R1

P

オープンニコル

R1

P

スメクタイト
（基質）

P
R1

淡灰色
火山礫
凝灰岩

2cm0

③ 研磨片接写（深度0.85m)
②より5cm浅い位置
断層と周辺岩盤の境界は
密着し,断層面は不明瞭

⑤ 薄片〔断層〕（拡大）

B-2孔

位置図 0 50m

拡大図

0 10m

• 研磨片（②，③）及び薄片（④）では，断層中の軽石等
に右横ずれセンスを示す複合面構造が認められる。

• 研磨片（②，③）では，断層は周辺岩盤よりも細粒で
あり，境界は漸移的で明瞭な断層面は認められない。

金川(2011)４）を左右反転

淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

P

R1

②研磨片（水平断面）
深度0.90m (コア径95mm)

細粒化した軽石の縁に
生成したスメクタイト

第804回審査会合
資料１－１ P.2-15 一部修正

研磨片，薄片（cf-２断層）（解釈線有り）

2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（7/16）
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④ 薄片〔断層と周辺岩盤〕

【B-2孔】 淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-２断層

2mm0

①ボーリングコア（B-2孔 深度0ｍ～1.0ｍ）
研磨片作製位置（②）薄片作製位置（③）

基質にスメクタイト生成

クロスニコルオープンニコル

2cm0

③ 研磨片接写（深度0.85m)
②より5cm浅い位置
断層と周辺岩盤の境界は
密着し,断層面は不明瞭

⑤ 薄片〔断層〕（拡大）

B-2孔

位置図 0 50m

拡大図

0 10m

金川(2011)４）を左右反転

②研磨片（水平断面）
深度0.90m (コア径95mm)

細粒化した軽石の縁に
生成したスメクタイト

第804回審査会合
資料１－１ P.2-15 一部修正

研磨片，薄片（cf-２断層）（解釈線なし）

2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（8/16）
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③ 研磨片接写
（深度20.65ｍ：②
より５ｃｍ深い深度）

【CB-12孔（傾斜60°斜孔）】
淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-３断層

細粒化した軽石の縁に
生成したスメクタイト

軽石

⑤ 薄片〔断層〕（拡大）

基質にスメクタイト生成④ 薄片〔断層〕
0 2mm

オープンニコル

PR1

クロスニコル

軽石

軽石

軽石 岩片

PR1

R1

P
R1

P

R1

P

① ボーリングコア
（CB-12孔 深度19ｍ～21ｍ）

② 研磨片（水平断面）
深度20.60ｍ

cf-３断層

淡灰色火山礫凝灰岩

研磨片作製位置（②）

薄片作製位置（③）

スメクタイト
（基質）

位置図

金川(2011)４）を左右反転

• 研磨片（②，③）及び薄片（④）では，断層中の軽石等
に右横ずれセンスを示す複合面構造が認められる。

• 研磨片（②，③）では，断層は周辺岩盤よりも細粒であ
り，境界は漸移的で明瞭な断層面は認められない。

第804回審査会合
資料１－１ P.2-16 一部修正

研磨片，薄片（cf-３断層）（解釈線有り）

2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（9/16）
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③ 研磨片接写
（深度20.65ｍ：②
より５ｃｍ深い深度）

【CB-12孔（傾斜60°斜孔）】
淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-３断層

細粒化した軽石の縁に
生成したスメクタイト

⑤ 薄片〔断層〕（拡大）

基質にスメクタイト生成④ 薄片〔断層〕
0 2mm

オープンニコル クロスニコル

① ボーリングコア
（CB-12孔 深度19ｍ～21ｍ）

② 研磨片（水平断面）
深度20.60ｍ

研磨片作製位置（②）

薄片作製位置（③）

位置図

金川(2011)４）を左右反転

第804回審査会合
資料１－１ P.2-16 一部修正

研磨片，薄片（cf-３断層）（解釈線なし）

2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（10/16）
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拡大図

A-7孔

法面観察A地点

0 10m

CT画像，研磨片（cｆ-１断層）（解釈線有り）

【A-７孔】 凝灰角礫岩中のcf-１断層

② CT画像（鉛直断面）

深度3.70ｍ～3.90ｍ

位置図 0 50m

凝灰角礫岩

上

↑

凝灰角礫岩

P

N57°W S57°E

cf-１断層

① ボーリングコア
（A-７孔 深度3.2ｍ～4.2ｍ）

③CT画像(水平断面) 深度3.85ｍ

• 水平方向のCT画像（③）と研磨片（④）では，P面-R1面の関係は右横ずれセンスを示す。

• 鉛直方向のCT画像（②）では， P面は断層傾斜にほぼ平行である。

• 以上のことから右横ずれセンスが卓越すると考えられる。

凝灰角礫岩

P

PR1

R1

凝灰角礫岩

P

R1

R1

P ④研磨片（水平断面）
深度3.85ｍ

金川(2011)４）を左右反転

P : 細粒化した軽石・岩片の伸長・配列方向
R1: cf断層系の方向に対して，Pとは反対

方向に斜交し， Pを切断・屈曲させる面

第615回審査会合
資料２－２ P.2-31 一部修正
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拡大図

A-7孔

法面観察A地点

0 10m

CT画像，研磨片（cｆ-１断層）（解釈線なし）

【A-７孔】 凝灰角礫岩中のcf-１断層

② CT画像（鉛直断面）

深度3.70ｍ～3.90ｍ

位置図 0 50m

凝灰角礫岩

上

↑

凝灰角礫岩

N57°W S57°E

cf-１断層

① ボーリングコア
（A-７孔 深度3.2ｍ～4.2ｍ）

③CT画像(水平断面) 深度3.85ｍ

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

④研磨片（水平断面）
深度3.85ｍ

金川(2011)４）を左右反転

P : 細粒化した軽石・岩片の伸長・配列方向
R1: cf断層系の方向に対して，Pとは反対

方向に斜交し， Pを切断・屈曲させる面

第615回審査会合
資料２－２ P.2-32 一部修正
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【B-２孔】 淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-２断層

淡灰色
火山礫
凝灰岩

上

↑

0.90m

cf-２断層

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

位置図

B-2孔

0 50m

拡大図
CT画像，研磨片（cｆ-２断層）（解釈線有り）

① ボーリングコア
（B-2孔 深度0.0ｍ～1.0ｍ）

W E

② CT画像（鉛直断面）

深度0.7ｍ～1.0ｍ

③ CT画像(水平断面) 深度0.9ｍ

法面観察B地点

鉛直断面
位置

淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

P

R1

淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

P

R1

金川(2011)４）を左右反転

P : 細粒化した軽石・岩片の伸長・配列方向
R1 : cf断層系の方向に対して，Pとは反対

方向に斜交し， Pを切断・屈曲させる面

④研磨片（水平断面）
深度0.9ｍ

鉛直断面
位置

• 水平方向のCT画像（③）と研磨片（④）では，P面-R1面の関係は右横ずれセンスを示す。

• 鉛直方向のCT画像（②）では， P面は断層傾斜にほぼ平行で，水平方向（③，④）に比べ
てP面-R1面の交角が小さい。

• 以上のことから右横ずれセンスが卓越すると考えられる。

第615回審査会合
資料２－２ P.2-33 一部修正
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【B-２孔】 淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-２断層

上

↑

0.90m

cf-２断層

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

位置図

B-2孔

0 50m

拡大図
CT画像，研磨片（cｆ-２断層）（解釈線なし）

① ボーリングコア
（B-2孔 深度0.0ｍ～1.0ｍ）

W E

② CT画像（鉛直断面）

深度0.7ｍ～1.0ｍ

③ CT画像(水平断面) 深度0.9ｍ

法面観察B地点

鉛直断面
位置

淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

金川(2011)４）を左右反転

P : 細粒化した軽石・岩片の伸長・配列方向
R1 : cf断層系の方向に対して，Pとは反対

方向に斜交し， Pを切断・屈曲させる面

④研磨片（水平断面）
深度0.9ｍ

鉛直断面
位置

第615回審査会合
資料２－２ P.2-34 一部修正
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淡灰色
火山礫
凝灰岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩



② CT画像（鉛直断面：N89°W～S89°E方向）深度20.53ｍ～20.82ｍ

⑤研磨チップ（鉛直断面）
（②画像より２cm奥側）

③ 断層内部のCT画像（水平断面）深度20.64ｍ

④ 断層内部のCT画像（水平断面）深度20.72ｍ

R1

P

0 2cm

W E

金川(2011)４）を左右反転

P : 細粒化した軽石・岩片の伸長・配列方向
R1: cf断層系の方向に対して，Pとは反対方向

に斜交し， Pを切断・屈曲させる面

P

R1

EW

上

↑

P

P

【CB-12孔（傾斜60°斜孔）】 淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-３断層

CT画像，研磨片（cｆ-３断層）（解釈線有り）

cf-３断層

① ボーリングコア(20ｍ～21ｍ)

位置図

• 水平方向のCT画像（③，④）では，P面-R1面の関係は右横ずれセンスを示す。

• 鉛直方向では，CT画像（②）ではP面は断層の傾斜方向にほぼ平行，研磨チップ（⑤）で
は，水平方向（③，④）に比べてP面-R1面の交角が小さい。

• 以上のことから右横ずれセンスが卓越すると考えられる。

淡灰色火山
礫凝灰岩

P

R1

0 10cm

2-57
2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（15/16）

審査資料の再チェックを行い，「③CT画像の深度表記の誤り（20.59mを20.64ｍ
に修正）」，「③断面の表示位置」及び「一部スケールの欠落」を修正した。

第615回審査会合 資料２－２
P.2-35 一部修正，誤りを修正

*：断層上面（深度20.15m
付近）の走向・傾斜
（N14°E, 77°W）
から求めた本CT画像
（鉛直断面）上の断層
の傾斜方向



② CT画像（鉛直断面：N89°W～S89°E方向）深度20.53ｍ～20.82ｍ

⑤研磨チップ（鉛直断面）
（②画像より２cm奥側）

③ 断層内部のCT画像（水平断面）深度20.64ｍ

④ 断層内部のCT画像（水平断面）深度20.72ｍ

0 2cm

W E

金川(2011)４）を左右反転

P : 細粒化した軽石・岩片の伸長・配列方向
R1: cf断層系の方向に対して，Pとは反対方向

に斜交し， Pを切断・屈曲させる面

EW

上

↑

【CB-12孔（傾斜60°斜孔）】 淡灰色火山礫凝灰岩中のcf-３断層

CT画像，研磨片（cｆ-３断層）（解釈線なし）

cf-３断層

① ボーリングコア(20ｍ～21ｍ)

位置図

淡灰色火山
礫凝灰岩

0 10cm
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2.6 cf断層系の詳細性状の類似性（変位センス）（16/16）

第615回審査会合 資料２－２
P.2-36 一部修正，誤りを修正

審査資料の再チェックを行い，「③CT画像の深度表記の誤り（20.59mを20.64ｍ
に修正）」，「③断面の表示位置」及び「一部スケールの欠落」を修正した。

*：断層上面（深度20.15m
付近）の走向・傾斜
（N14°E, 77°W）
から求めた本CT画像
（鉛直断面）上の断層
の傾斜方向




